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１. 計画から入渓まで 

沢を選ぶ 

 沢と言ってもさまざまである。きれいなナメの沢、滝の多い沢、激流の沢など。初心者はどのような沢か

ら遡行したらいいのか？ 

 沢登りを体験するならば水量が少なく難しくない滝のない日帰り遡行ができる沢を経験者に連れて行っ

てもらおう。鈴鹿山系で、愛知川系などの谷がよい。 

 沢のグレード 

 一般登山の場合、初心者向け、中級車向きなどとグレードがガイドブックに表記されている。沢登りは山

の困難な領域での活動であるから遡行者のレベルより難しい沢に向かうと事故に遭ったり、進退窮まる危

険がある。また初心者や中級者が段階的に遡行を楽しむためには難易度を示した尺度が必裕となってくる。 

 

グレード 基      準 

１級 

初心者向き 

岩場でⅢ級のピッチをリードできる者や沢に慣れたパーティーはロープ不要の場合

が多い。 

２級 

中級者向き 

初級者のみでの入渓は控えたい。滝の直登にはロープを要する部分もある。高巻技術

も必要 

３級 

中級者向き 

滝の直登には部分的にⅣ，Ⅴ級のピッチも含む。ゴルジュの通過にも高度な技術を要

する。 

４級 

上級者向き 

沢の中でビバークする長い谷で、高巻き道も不明瞭。遡行技術のみではなく、雪渓の

対処法なども総合的な登山技術も必要。 

５級 

熟達者向き 

日本の渓谷としては最高ランク。泳ぎ、徒渉、高巻きなどで失敗すれば命とり。年に

パーティーほどが遡行に成功している。 

６級 

篤志家向き 

昼なお暗く、井戸の窓のようなゴルジュ帯が続く異様な世界。雨が降っても逃げ場な

し。完全遡行パーディーは極めて少ない。 

沢の歩き方 

 基本的には自分の実力に応じてどこを歩いても良い。 

水を怖がらず、積極的に水に入る、へつり、水流の中か水流の近くを歩く。転石をバランスよく、跳んで

登ると効率的かつ遡行のスピードアップが図れる。渡渉はザラ瀬の水深が浅く流速の緩い場所を選んで渡

っていく。滝を登りは基本的には岩の登攀と同じで三点支持が基本だ。 

 ロープワーク 確保はダイナミックビレーを多用して荷重の分散を図る。 

 滝の直登あるいはゴルジュを通過するのが困難な場合は高捲きをする。左右の斜面をよく観察して出来

るだけ傾斜の緩い灌木帯を選ぶ。草付帯は危険度が大きい場合がある。少し下流に下ってから、大高捲き

をする方法もある。 

 泳ぐ：ザックを浮き袋にする。この場合、ウエストベルトは外す。尻が上がり頭が沈むからゴルジュの通

過ではトップはランニングを取らない。確保は器具を使わずボディーでする。 

 

ルート 

 ルートファインディングは地図、コンパス、高度計，GPS を駆使して確実に行う。誤りから起こる事故や

遭難も沢登りの特徴的なリスクです。入渓場所から現在位置をよく把握して枝沢ではルートファインデ

ィングを確実にする。本流を間違えると沢とつめた時とんでもない尾根に出て下山に苦労する。なかには 

高捲きのほうがよほど悪い場合もあったりして沢登りは一筋縄ではいかない。 
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２. 沢の危険と対処方法 

沢という地形ゆえに危険が多いので、登攀ルートの難易度だけで判断してはならない。沢には登攀以外

のところにも危険が隠れている。 

天候が急変して大雨になると、鉄砲水の危険があるので、急いで尾根筋にエスケープしなければなら

ない。３０００m 級の山域の沢の場合は、夏でも雪渓が残っている場合が多い。下に水が流れる沢筋の

雪渓では下部が大きくえぐられて、スノーブリッジ状の形状になっているため、常に崩落の危険がる。 

 沢は、当然尾根に対して狭まった凹地状の地形になっているため、電波状態も悪く、視界も効かない

ことが多い。地図をしっかり読める力がないと、迷子になってしまう危険もある。 

 

滝壺への転落 

滝壺に落ちた人の救助はしがみ

付かれたりして救助者も巻き込ま

れる可能性があるので、難しいと

ころだ。溺水者にロープを投げて

届いたとしてもロープを掴む余裕

もないのが普通である。 

 救助者がロープを付けて溺水者

まで泳ぐか、ジャンプをして辿り

着きザックでもハーネスでもガッ

チリつかんでできるだけ多くの人

数でロープを引いてもらう。 

 滝壺のある滝を登る場合は、泳

ぎが苦手な人はロープを使用す

る。 

 

 

 渓谷内は自然度が高いため、生息する生物も多いのも魅力、しかし有毒生物や有毒植物、吸血動物な

どの危険も少なくないので注意が必要である。 

 近年では、積極的に水に入る行動が増えたため、水難事故も増加している。これらは登山技術から派

生した沢登りには、水理学に基づく河川行動技術のノウハウが蓄積されていないためで、一部カヤック

やラフティングなどの専門家からの安全管理技術の導入が一部では始まっている。 

 

沢ではすべてが危険 

 ザレ、ガレ場の崩壊、人為的な落石、草付帯での滑落、転落、の予防 

 密生した笹とかブッシュのヤブ漕ぎ、浮石に体重をかけない 

 時間がかかってもロープなどで安全確保に努める。 

 有害動物、有害植物、吸血生物から身を守る（防虫ネット、長袖シャツ、防虫薬など） 

 


